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米国地質調査所のデｰタベｰス

花岡尚之(物理探査部)
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高度経済成長の過程で日本の技術力は著しく向上し

た.分野によっては欧米の進んだ技術を学んでくるな

どと云えば無知をさらけ出すことにもなる.コンピ

ュｰタの利用技術については基本的な部分では差があ

ってもそれは小さいものと思われる.しかし我々に

身近な資源とか地球科学の分野で総合的な情報システ

ムと限定すると実績の面で大きな差カミあるようである.

地質調査所では地殻熱部と物理探査部が中心と放っ

て地熱情報デｰタベｰス･システムの研究開発を行っ

ている･これについては別に報告する機会カミあると思

う･この研究に関連して米国において地熱資源探査

及び評価にオンライン情報システムをどのように使用し

ているかさらに科学技術デｰタｰ殻の管理をどのよう

にシステム化しているかを見聞する機会を得た.ここ

にその概要を報告したい.

デｰタベｰスは当所にとっても馴染みがないわけでは

在い･標本館が所蔵する岩石鉱物及び化石の地質

標本について各種の情報を蓄積し必要に応じて検索

し様々たレポｰトを出力するためのシステムGEMS

(Gbo1ogica1SurveyMuseumSa血P1es)がある1).

これは既に実用に供されている.また鉱物資源予測

手法の開発研究で作成されたMINES(Mine･a1R･s･u･･

cesI耐entryandEYaluationSystem)もある2).これ

は鉱物資源に関し鉱床ごとに位置地質鉱化作用

生産量などのデｰタをファイルしている.システムの

一部としてデｰタの解析鉱床の予測を行うソフトウ

ェアが開発されている.

これらの例があるにもかかわらずあえて米国のもの

を紹介するのは資源を始め地質調査所の関係する科

学技術分野で多くのデｰタベｰスが構築され実用的た

情報システムとして継続的に利用者に供する体制がとら

れているからである.このようなシステムが我々に

とって必要であるのか否か必要であるとすれぱだれが

それを構築しだれが運営し維持するのカミよいかを考

えてみる時期に来ていると思われる.

デｰタベｰスといっても大規模なものから小さ枝もの

まで様々である･その規模によっても性格を異にする･

ちょうど文献ファイルがそうであるように小さなもの

に研究者の個人的なデｰタ･ファイルがありプロジェ

クトごとのファイルがあり大きな中央図書館のよう狂

デｰタベｰスもある.また100人の研究者の文献

ファイノレを寄せ集めても統一のある欠きた文献ファイル

になることがないように大き匁デｰタベｰスは小さな

デｰタファイルの集合ではあり得放い.デｰタベｰス

の基本設計から始まって構築維持利用に至るま

でシステム的な発想カミなければ大きなデｰタベｰスは

成長できたいであろう.

デｰタベｰスの話の背景として米国地質調査所US-

GSのコンピュｰタの話を少し.USGSの主なコン

ピュｰタ･システムにはバッチ処理用とタイム･シェ

アリング用かある.バッチ･システムはバｰジニア州

レストンにあるAMDAHL470v/7で1980年度にIBM

370/155の2台から狂るシステムを置き換えたばかりで

ある.タイム･シェアリング･システムとしてはレ

ストンデンバｰ及びメンロｰパｰクの各本部に

Honeywe11Mu1ticsシステムが置かれている.このほ

かミニ･コンピュｰタが多数導入されておりプロセ

ス･コントロｰノレファイノレ管理ロｰカルな計算処理

に使われている.

コンピュｰタとともにUSGSが重視しているのは

デｰタ通信網の整備である.ARPANETという各

種のコンピュｰタを接続してコンピュｰタ資源を分け合

うネットワｰク･システムがある.機能的にいえば

いくつかのコンピュｰタが連結されどこにいても各所

に分散しているデｰタとかプログラムとかのファイルを

瞬時に転送して利用することが可能である.研究情報

とかメッセｰジの交換もファイル転送と同じであるから

速くしかも正確に行える･またコンピュｰタの間

で負荷が異狂るときジョブを転送して平準化すること

も容易である.効率的なデｰタ通信網はデｰタベｰ

スにとっても重要なことである.東海岸のレストンの

コンピュｰタに置かれているデｰタベｰスカミレストン

の科学者だけにしか使えないとしたらその利用価値は

かなり小さいと言わなければならない･それが通信網

を整備することにより全米にちらばるUSGSの科学�
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者カミレストンにあるデｰタベｰスの恩恵にあずかること

カミできる.

デｰタベｰスとは

USGSのデｰタベｰスについて報告する前にデｰタ

ベｰスどは何かを紹介しておきたい.

我々は研究に必要なデｰタを地図や表としてある

いはカｰドの形式でファイリング･キャビネットに整理

している･デｰタベｰスはデｰタの詰まったファイ

リング･キャビネットをオンライン化したものと理解し

てよい･キｰボｰドから適当な命令を入力すると必

要恋情報カミ自動的に目の前に現われてくる.

デｰタベｰスの基本的な機能はデｰタの蓄積整理

及び検索である｡膨大た量のデｰタはランダム･ア

クセスカ可能な高密度･大容量記憶装置だとえば磁気

ディスク装置に整理して蓄えられる.これを高速演

算で検索することにより希望する条件のデｰタを迅速

に利用者のファイルに書き出すことができる.このよ

うた基本的な機能をコンピュｰタ上に実現しているソフ

トウェアはデｰタベｰス管理システム(DBMS)と呼

ばれている･デｰタベｰスのファイノレ様式の定義

デｰタベｰスヘのデｰタの書き込み及びデｰタベｰス

の検索は全てDBMSの言語でプログラムを書くことに

より行われる.

デｰタベｰスの最も重要な概念はデｰタベｰスのア

プリケｰション･プログラムからの独立である(第1図

参照).デｰタベｰスに納められたデｰタは多数の

利用者によってそれぞれ特殊な目的(アプリケ一ション)

に使われる.たとえば温泉のデｰタベｰスがあったと

する.ある人は特定の地域の分析デｰタを取り出して

地球化学温度を計算しその分布図を描くであろう.

また別な人は全国の温泉の湧出量と温度及び湧出母

岩の統計的研究から温泉の成因を考察するかもしれ狂い.

このほかあらかじめ決められていないデｰタの利用に

対してもデｰタベｰスのファイノレの内容を変更せずに

対処するためにはデｰタベｰスのアプリケｰションか

らの独立を図ら狂けれぱたらない.これは標準イン

タｰフェｰスを確立することにより実現する.デｰタ

ベｰスの側では標準インタｰフェｰスに合うことだけを

考えてデｰタベｰスの管理を行えばよいことになる.

標準インタｰフェｰスがなくアプリケｰションカミ増え

るたびにデｰタベｰスを手直しするのではデｰタの管

理が繁雑になるばかりで泣くそのデｰタベｰスを使う

全てのアプリケｰション･プログラムが影響を受けるこ

とになる･したカミってデｰタベｰスの独立は安定

な情報システムの基本的な要請である.

デｰタベｰスの世界

5､妻

デｰタベｰス

蓄積･整理･検索

デｰタの統一管理

保守の容易性

く追加･変更･削除)

デｰタの重複をさける

デｰタの活性化(迅速な処理)

準

イ

タ

㌣

アプリケｰションの世界

レポｰト作成

マップの作成

解析

統計処理

図形表示

資源評価

アクセスの容易性

デｰタ間の関連づけが可能

各種のプログラムで処理

第1図デｰタベｰスの独立.デｰタ･ファイルとアプリ

ケｰション･プログラムを分けるとデｰタの統一

的管理が可能になる.

USGSのデｰタベｰス管理システム

USGSの地質部局では各種のデｰタベｰスを管理す

るソフトウェア(DBMSDatabaseManagementSystem)

を使用している･このうち大規模なデｰタベｰスに

使われているものはオクラホマ大学が開発したGIPSY

(Genera1InformationProcessingSystem)とUSGS

カミ開発したGRASP(Geo1ogicRetrieva1andSynopsis

Prog.a㎜)である.このほかHoneywe11が提供して

いるGFMS(Genera1FileManagementSystem)やミ

ニ･コンピュｰタ･メｰカｰが提供しているDBMSカミ

便われている.

GIPSYはファイル管理システムでデｰタ･ファイル

の構築保守管理更新検索及びプリント出力を

簡単ではあるが柔軟狂命令で実行するプログラムであ

る8)｡これは高速ディスク装置を使用している.特

徴は可変昊のレコｰドを処理するように設計されている

ことである.蓄積したデｰタに対する検索機能は非常

に高い･反復機能によって使用者は段階的に細かな

レベルまで検索できる｡また検索の過程で復帰の機

能を使いいつでも任意の以前のステップまで戻ること

も可能である･検索したレコｰドは各種の配列でプ

リントすることもできるし他の後処理にまわすことも

できる.

GIPSYのファイルの定義はレコｰド(ひと組の記録)

内の各フィｰルド(記入欄)を識別する一連のラベル(記

号)からなる.ラベノレは制御情報と関連した記述と

ともにディクショナリｰ(辞書)と呼ぶ別ファイルに

納められている･全てのラベルは同じレベルにあるか

ら階層構造はない.レコｰドはディスクに順不同で

蓄積される.�
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可変長フィｰルド可変長レコｰド･フォｰマットの

ためファイルの設計が非常に自由でありディスク装

置を有効に使える.プログラムはフィｰノレドをラベル

だけで識別するからフィｰノレドはレコｰド内のどこに

あってもよい.また可変長であってもよい.この特徴

のため1つのマスタｰファイルの内に各種のセクショ

ン(分野別の記録)を入れ込むことが可能である.また

同時に個々のセクションの識別もなされる.また同

じフィｰルド(ラベル)を使用して必要であれば様々

なレポｰト様式を作成できる.

固定長のやり方とは対照的に空白フィｰノレドを蓄積

しないのでディスク容量の効率的な使用ができる.

デｰタを含むフィｰノレドだけを実際にディスクに書くの

でレコｰドカミ圧縮される.さらにレコｰドの一部

が!つのトラック(磁気ディスク装置の記録単位)の終りに

なり他の部分を次のトラックヘオｰバｰフロｰさせる

スパンド･レコｰド機能により蓄積効率が向上してい

る.

可変長のフィｰルド可変長のレコｰドの良さは磁

気ディスクの容量を節約できることだけではない.野

外における観察や測定の結果を一定の様式に整理するこ

とを考えてほしい.観察地点によってはあらかじめ

決められた様式のなかに書き表わせず備考にメモを記

述したくなることがある.可変長のフィｰルドのよさ

はこのよう在メモを任意の長さだけ書けることである.

GIPSYの検索は次のようなステップで進む.

(1)使用者が検索するデｰタベｰスを決める.

(2)使用者が探している情報を決める.

(3)検索過程は使用者がコントロｰルする.普通は全

体のデｰタベｰスから使用者はまず大ワクで情報の

小集合を選ぶ･さらにそこから次の小集合を選ぶ

ことを反復して必要な情報を抽出する.また

検索の過程でいつでも復帰の機能を使って前の段階

へ戻ることもできる.

(4)全体のデｰタベｰスあるいは選び出した小集合に対

して検索を行った都度GIPSYは検索結果の統計的

デｰタを自動的に出力する.

(5)統計カミ満足のゆくものであれば使用者は出力ゴマン

ドを使って検索情報の全部又は一部をディスプレイ

し内容を確かめる.場合によってはさらに小集

合に対する検索を反復しあるいは検索をやり直す.

GIPSYを使い易くしているものの1つはQUES-

TRAN(QUEStionTRANs1.t｡｡)と呼ばれる命令言語で

ある.これは検索様々な中間処理及びプリント出

力の機構を提供している.使用者はこれによりプログ

ラマｰの手助けなしにコンピュｰタと対語できる･各

種のQUESTRAN命令と指定パラメｰタを与えると

使用者の指令が一連のコマンドと処理に翻訳されてコ

ンピュｰタに理解される.

GRASPは地球科学デｰタベｰスヘの会話的なアク

セス(読み出し)のためにUSGSで開発された4).各

種のコンピュｰタに乗り使い易くまたデｰタベｰス

ｰ殻に向くものである.

できる限り多くのコンピュｰタで動かすためにGR-

ASPはフォｰトランVで書かれている.ほとんどのミ

ニ･コンピュｰタはフォｰトランwを扱えるから･事実

上とのタイムシェアリング･コンピュｰタでも使用でき

る.このためデｰタ･ファイルがどこにあっても

GRASPでのアクセスが可能である.

GRASPはデｰタベｰスが普通の表の形式(マト

リックス)に書ければ何でも扱える.表形式では行

が記録の単位で列カミ記録の属性である.たとえば

地球化学デｰタベｰスは表形式をとり列は各元素の化

学分析値を表わし各行は1つのサンブノレを表わす.

GRASPはどのようなデｰタ･マトリックスでも扱える

がただ1つの前提は変数(列)はあらかじめ型(文

字か数字か)カミ定義されており必要なときには文字変数

に対して文字入力の辞書が準備されていることである.

つまりGRASPは表を志向した型であるのでどのよ

うな固定長の表でも扱うことができる.

GRASPを使うためにはフォｰトランだとコン

ピュｰタ言語を知らなくてよい･GRASPの命令言

語で使用者はデｰタベｰスに質問することができ質

問に合うデｰタだけを取り出すことができる.

ところでUSGSのデｰタベｰス管理部門の要請で

コンピュｰタ部局カ茎現在出回っている主要たデｰタベｰ

ス管理システムについて最適であるものを調べた.

その結果モデル204カミデｰタベｰス管理部門の要求に

合うものとして選定されAMDAHL用に導入された.

モデル204はデｰタベｰスの生成検索及び報告書

作成カミ1つの使用者言語でできる唯一のものである.

このユニｰクな特徴のため使用者は容易にあらゆる面

のデｰタの取り扱いカミできる.このようなDBMSの

使い易さカミ科学的な部門の場合に極めて重要であると

されている.

USGSのデｰタベｰス

USGSのデｰタベｰスは1979年の調査で223ファイ�
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第2図GEOTHERMのサ1■プル･ファイルの記入フォｰマットの一部.

岩相とか備考が自由に書けるところに特徴がある1

ルカミ登録されている5).このうち地質部局カミ管理し

ているものは62ファイルである.これを分野別に見る

と半数は資源関係で残りは分析デｰタとか基礎科学

デｰタ研究の運営管理などに関するものである･資

源では鉱物鉱床鉱産物についてのデｰタベｰスCR-

IB(COmPuterizedResourcesInformati㎝Bank)の関係

が14ファイル石炭資源の情報システムNCRDS(Natio-

naユCoa1ResourcesDataSystem)カミ6ファイル石油

の情報システムPDS(Petro1eumDataSystem)カミ5フ

ァイルを擁している･地熱資源のデｰタベｰスはG亘一

〇THERMカミ1つである.資源以外でファイル数の多

いのは海洋調査で得たテンプルの分析結果を分析項目ご

とにデｰタベｰス化したもので!0ファイルある.

そのほか参考までになるほどと思われるデｰタベｰ

スの名前をあげてみる.

岩石分析値収納システムRASS

地質学的名称GEONAMES

地質図インデックスGEOINDEX

放射年代デｰタ･バンクRADB

鉱物等の熱力学的性質THERMOPROP

コア･ライブラリｰ･デｰタ･ファイルCLDF

クルｰズ管理デｰタADM工N/cRUIs

これらのうちいくつかの例からデｰタベｰスが果し

得る役割について簡単に紹介する.

鯛OTH脇M一也勲のデｰタベｰス

GEOTHERMはコンピュｰタ化した地熱資源情報の

ファイルである.ファイルは地熱資源評価に使用する

ように設計されており地熱情報を迅速に効率的にま

た経済的に取り出すことカミできる.1978年のUSGSの

地熱資源評価はこのファイルを使用して行われた.現

在も全米の低温地熱資源の評価作業に使われている.

このファイルは全て一般に公開されており既にジェ

ネラル･エレクトリックのMark皿情報サｰビス･ネッ

トワｰクに乗っているという(J.B1issによる).

GEOTHERMはIGIEP(国際地熱庸報交換プログラム)

の1つとして開始された6)･その目的は新しい地熱�
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情報の迅速放交換と配布にある.初期のGEOTHERM

はUSGSのほかイタリアのピサにあるCNR(Inter･

nationa1InstituteofGeothermalResearch)とカリフォ

ルニアのロｰレンス･バｰクレｰ研究所にも置かれてい

た.

GEOT亘ERMは現在バｰジニア州レストンのコ

ンピュｰタ部局にあるバッチ処理を主とするコンピュｰ

タAMDAHLに置かれている･使用してい声DBMS

はGIPSYである･GEOT且ERMから見てGIPSYを

使う主な理由は32000字までの可変長のレコｰドカミ便

える点と検索機能が非常に高いことである.

GEOTHERMは3つのセクション地熱地の地質と

生産記録分析デｰタ及び掘削記録からなる7).各

セクションの内容は次のとおりである.

セクションA地熱地域:地熱地域の場所地表地熱徴

候工業的開発地下温度と規模基礎化学熱エネル

ギｰ一般地球物理地質及び関連庸報である.こ

のセクションには510レコｰドが記録されている.

セクション遍サンプル･デｰタ/化学分析:温泉坑井か

らの化学分析デｰタである･3種類の分析値水凝

縮水及びガスを入れるスペｰスカミとってある.デ

ｰタ項目は報告者場所サンブノレの記述産状及

び流体の物理化学的デｰタである.このセクションに

はアメリカニュｰジｰランド及びメキシコの坑井

と温泉の4600レコｰドカミ締められている.

セクションC地勢坑井:地熱の生産及び開発のために掘

削された坑井の深度ケｰシング流量などの物理的デ

ｰタである･USGSの保護局から提供された436レ

コｰドが記録されている.

デｰタベｰスGEOTHERMへのアクセスのうち90%

以上はセクションBのサンプル･ファイルに対するも

のであると言う･このファイルのフォｰマットの例を

第2図に示す.これはサンブノレの属性を記入する部分

である･各記入欄(フィｰルド)の前にB20のように書

かれているのがラベルである.このラベルは1つのレ

コｰドの内ではユニｰクである.検索はこのラベルを

目当てに行われる･フィｰルドは様式が決まってい

て数字コｰドを記入するもの記述式のものその

後に自由に備考を記述するものカミある.このよう荏

自由さが可変長のフィｰノレドを許容するデｰタベｰス

管理システムGIPSYの良さである.

デｰタベｰスの応用面について言えばGEOTHERM

がUSGSの地熱資源評価に果した役割は次のようなも

他の情報源

州機関USGS/地形部局

(地熱デｰタ)(基礎地図)

デｰタシｰ/〉㌧h

鰐繍少メ編ム

帳

磁気テｰプ督

���

lNGSDCディジタイズNOAA

地図

印刷地図匁ラｰ調整

校1正UURI,LASL,DOE,

USGS,ほか

第3図州別の地熱資源賦存図の出版に至るデｰタの流れ.

GEOTHERMは地熱1青報のファイリングを担当し

ている.州政府USGSNOAA大学エネル

ギ省が協力して1つのプ回ジェクトが成立してい

る.

のである.(1)デｰタの収集とファイリング(2)デｰ

タの編集と保守:レコｰドの変更と追加はGIPSYの

アップデｰト･プログラムを使用して容易にできる.

(3)地図作成:様々な縮尺と投影法の地図を60葉以上作

成した.(4)デｰタの処理と解析:GEOTHERMのデ

ｰタは地球化学温度の計算熱勾配の計算統計解析

容積と熱量の決定グラフの表示回帰解析などに使わ

れた.さらに回収可能な熱量も計算した.(5)デｰ

タの表示:デｰタの迅速な検索分類及び表示のた

めにGEOTHERMは不可欠であった.

現在アメリカではエネルギｰ省がStateCoup1ed

Projectと称して各州の中～低温地熱資源のデｰタを

精力的にコンパイルしている.その一方で米国地質

調査所カミ全米の低温地熱資源の評価作業を進めている.

この中でGEOTHERMがどのように位置づけられて

いるかを見ることは興味深い.このプロジェクトは

中～低温の地熱資源の分布とその資源量予測を公表し

地熱資源の多目的利用を促進することをねらっている.

このプロジェクトの1つの主柱は州別の地熱資源賦存

図を出版することである.第3図は地熱資源賦存図の

出版に至る過程を示している.この図は同時にこのプ

ロジェクトに参加している機関の関係も示している.

地熱情報の収集は主として州の機関が担当している.

図には表だって書かれていないカミ各州の作業に対する

技術的なサポｰトはユタ大学研究機構(UURI)の地球

科学研究所(ESL)ほかカミ与先でいる.各州で集めた

情報はデｰタ･シｰトに記入してGEOTHERMに提

出される･ここでは提出されたデｰタについて論理

テスト品質検査を行いデｰタベｰスに記入する.

NOAAのNGSDC(TheNationa1GeoPhysica1&So1ar-

Terrestria1DataCenter)はこのプロジェクトの狂か�
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で地熱資源賦存図の出版を担当している.GEOTHE-

RMから地熱情報を受け取るとともにUSGSの地形部

局から資源図のべ一スになる地図情報を受け入れる.

これらの情報をもとにプロッタで地熱資源の素図を作成

する.これを各州の機関と調整して最終的な図面を

編集する.NGSDCではフラット･ベットのプロッタ

にカッタｰをつけて製版に使う密着焼原図までを作成

している･これはプロッタ出力をさらに製図工程にま

わすことによる時間と費用と精度の無駄を省くためであ

る.

GA昆NET一図形による資源評価

����牡�楣���楳潦剥��捥��畭�

rica1Eva1uationTechniques数値評価法による資源の図形

解析)はUSGSが1973年の石油危機ののち国内の石

炭資源を評価するために作成した情報システムNCRDS

(Nati･na1C･a1R･･ou･c･･DataSyst･m)の一部をなす.

NCRDSには2つの資源デｰタベｰスWCOAL(ミ

シシッピｰ川から酉の鉱床の16,000レコｰド)とECOAL(同

じく東の鉱床の15,000レコｰド)及び石炭分析のデｰタベ

ｰスUSALYTがある･資源デｰタベｰスを管理する

DBMSはPACERと呼ばれGRASPの機能を拡張した

ものである･デｰタベｰスの説明は割愛して検索し

たデｰタをグラフィックディスプレイに図形として表示

しこれを会話的に解析するシステムGARNETについ

て述べる.

GARNETはPACERから検索した石炭資源の点情

報を使用して2次元の図形による資源量の評価を行う

ソフトウェアである8).点情報を迅速に処理する構

造図を描く一定の地域の資源量を推定する匁どの処

理が容易にできるように設計している.開発のポイン

トは5つある.コンピュｰタの使用時間カミ短いこと

使い易いことオンラインで会話的な処理カミできること

コアメモリが最小限で済むことポｰタブルであること

､パ〃'

ll_六_鈴)

第5図資源を評価するとき実測点のまわりにある大きさ

の実測値の有効範囲を想定する･評価する領域は

多角形で示す(GARNET).

杜

1◇

醐

｢

1735㊧

�〳

���

鋤察

�

㈴

肌㍗淡嚢

めた結果.

κ2う詳しくは本文

㈱�㈳�

を参照された

カ

■一

レ､.

修

である､つまりいつでもだれでもどこでも気

楽に使えるソフトウェアを目指している.

点情報は座標XYとその点の値Zからなっている.

Zは標高硫黄含有量あるいは炭層の厚さなどである.

GARNETの最も基本的な機能の1つは点情報から最

適な2次元の曲面を会話的に定義することである.ま

ず2次元多項式又は2次元三角級数で最小二乗的に

傾向面を求め格子点上の値を計算する.格子点の値

からコンタｰ図をCRT(ブラウン管)上に描く.各観

測点のデｰタについて傾向面からの残差を求め二乗平

均平方根の2倍より残差が大きい点をコンタｰ図上に表

示しZ値も書き出す･このCRT上の図を見て疑

わしい点を除く値を変更するそのままにするなど

の編集を行う･デｰタ点を取り除くときはカｰサｰ

をその点の位置に合わせDとキｰインする.変更は

Cとキｰインすると入力指示がCRT上に表示されこ

れに従って数字を入力する･編集を終えた点は丸印等

で表示される･あまりに込み入った部分は適当にウ

インドをかけて表示を拡大して処理する･編集ののち

まず得られるのは修正した傾向面のコンタｰ図である.

しかしこれは全体の傾向を示しはするが局所的な特

徴を表わし得ない･そこでコントロｰル点(実測点)

からの距離で指数的に減少する重みをつけて格子点の

値を評価するようにしている.このようにして得られ

る重み付き曲面は地質の専門家が手描きする図面によ

く似たものとたる(第4図).

この曲面解析の目的は資源情報の計算図化である.

上述のようにして会話的に求めた炭層の上面と下面の差

から石炭の容積が炭層上面と地表面の差し引きからは�
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き取らなければならない扱ふく層の容積が求まる･等

層厚線図だとは容易にCRT上に表示できる.

実測した資源量は3つのおもなカテゴリｰに分けてい

る.確定推定及び予想である.地図上の多角形

で定義される範囲で資源量を評価するとき各実測点を

中心にある半径の円を描き実測値の有効範囲とする

(第5図).実測点が隣接しであるときは影響圏が重な

ることもある･削はくされた部分採掘を完了した部

分は多角形で示すことにより取り除かれる.資源量

の計算は各カテゴリｰごとに円に含まれる範囲を格子単

位で評価し加え合わせて行う.

CR肥に見る情報の流れ

�潭��物�������景�慴楯湂慮�

デｰタの保守管理を容易にし'統一的た情報システム

を必要とするということでデｰタベｰスを作成し維

持体制を整えたものとする.では利用面はどうであ

るか.コンピュｰタは高い演算処理能力を持っている

からデｰタベｰスと高速デｰタ通信システムを組合わ

せれば地理的に広い範囲にちらばった多数の利用者に

サｰビスを提供できる･費用の面から見るとデｰタ

をコンピュｰタが読める型に変換しデｰタベｰスを更

新するデｰタに含まれる虫(誤り)を発見してデｰタ

ベｰスの質を高く保つ衣との保守管理に必要な固定費

用が相当の額にのぼる.したがって利用者カミ受け取

る情報のコストはデｰタベｰスが広く開放され利用

科学者

連邦政府GEに坦麟デｰタGE

�剋�

州政府

大学

産業界

亀

ソ

ト…

榊→出

コ†USGS語

ヘト､s

1牒1編集レビュｰ沖

ト率{トき

�

仲曇鋲餅

著作業〆亭康

7アイル池

㎜＼

マスタｰファイル之りオクラホマ大学

6靹ご/に･…ヘマスタｰファイル

第6図CRIBの情報の流れ.情報の質は

USGSの編集レビュｰに依存してい

る.一般の利用はシェネラノレ･エ

レクトリックの情報システムMark

皿をとおして行われている.

者が多ければ多いほど低くなる･逆に利用者が相当

多くないとデｰタベｰス･システムを作成する意義が

ないとも言える.

CRIBは鉱物資源情報のデｰタベｰスである.その

デｰタ･ソｰスと利用者は連邦政府や州政府の科学者

ばかりではなく大学や産業界の科学者まで拡がってい

る･CRIBの情報の流れを第6図に示す.USGSや

各州の地質調査所を中心に各界の科学者がデｰタ･ソｰ

スとなってCRIBの成長に寄与すると同時に利用者と

してサｰビスを受けている･デｰタベｰスの情報の質

はUSGSが行う入力デｰタの編集レビュｰの作業によ

って保たれている｡レビュｰをパスした情報はオク

ラホマ大学が管理するマスタｰ･ファイルに書き込まれ

る一情報の一般への提供はシェネラノレ･エレクトリッ

クの情報システムにファイノレを移して行われている.

もちろん利用者はGEのシステムの使用料程度は支払

わなければならない.

このようにCRIBはUSGSカミ白らの必要のために開

発した専用の情報システムというよりも社会的底役割

を与えられた1つの事業と理解した方がよい情報の流れ

になっている.CRIBに限らずUSGSカミ管理している

デｰタベｰスは無制隈に一般に公開されているものカミ数

多くある･これは連邦政府の予算で得られた成果は

納税者に還元され放けれぱならないとする理念に裏うち

された結果である.ついでに述べればコンピュｰタ

･プログラムも連邦予算で開発されたものは実費程度

でコピｰを頒布する機関が存在しサｰビスを提供して

いる.

RASS一化学分析値のデｰタベｰス

USGSの分析ラボラトリｰが分析したサンブノレのデｰ

タベｰスRASS(RockAna1ysisStorageSystem)は研

究の基礎デｰタを組織化して成功した1つの例である.

1965年から今周までに500,000レコｰドのデｰタが蓄積

されている一研究者が現地で採取したサンプルの分析

値はその研究者が関心を持つ領域で研究成果を公表す

れば価値が無く在るものではない.分析値のほかわず

か底情報採取場所や地質概要などを付け加えさえす

れば永い寿命を持ち得るものである.

RASSの概要は第7図に示されている9).研究者は

分析を依頼するときコｰディング･シｰトになった第

8図のようだ分析依頼書をサンプルとともに提出する.

これには依頼者所属目付研究テｰマなどが記入さ

れ各サンプルごとにID採取場所地層岩石名のほ

かコｰド化した記号で産状地質年代及び組成等の�
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観察項目を記入するようになっている.サ

ンプルが提出されると依頼書はカｰドパンチ

されてRASSのファイルに入れられる.

これとは別に分析デｰタは自動分析装置

のものは磁気テｰプからその他のものはカ

ｰドや最近ではTSSタｰミナルからRASS

に入力される･RASSのファイルから検索

したデｰタは統計解析のためのプログラム

の入力様式でSTATDACファイルに書き出

すこともRASSのプログラムで更に検索す

るためサブフアイルに入れることもライン

プリンタにそのまま出力することもある･第7図

STATPACはデｰタの入出力処理統計解析

デｰタの前処理及び図形出力たどを行う地

球化学デｰタ処理パッケｰジである.サブフアイルは

IRISファイルに変換してGRASPで会話的に処理す

ることもできる.

卦＼ソ

純一1淋璽

7｣一⑭

RASSの利益には2つの面かあるサンプルを提出し

たプロジェクトに対するものといつか後のプロジェク

トに対するものである.サンプルを提出したプロジェ

クトにとってはデｰタカミデｰタベｰスに入れられる結

果各種の分類･検索が容易にできることデｰタ処理

のプログラムで解析するためデｰタが自動的に転送され

ること在ど時間を節約できる効果がある.将来のプ

ロジェクトに対する利益はたとえば関心ある地域に

どのようなデｰタがあるか調べたり特定の条件に合う

物質のデｰタを検索する匁として研究及び研究計画に

役立てられることなどである.STATPACのプロット

用のプログラムを使えば研究者がある地域の調査に出

かけるときそれまでRASSに蓄積された関連情報を全

て地図上にプロットして綿密な調査計画を立てること

カミできる.

おわりに

今回の調査旅行でデｰタベｰスがお話とか研究テｰ

マとかでは荏くUSGSという巨大な行政機関の欠くこ

とのできない情報システムとして目カの活動に組み込ま

れていることカミわかった･といっても訪問者のなん

とは狂い印象に過ぎないのであるが専らデｰタベｰス

の管理を担当する少なからぬ人々に会って話を聞いてい

るうちに研究者カミ片手間でやるのとは全く異なる体制

であることに気付いた.

デｰタベｰスは博物館の業務に似ている･岩石を受

け入れ登録するに値するか判断し登録するものは一

RASS･STATPACにおける地球化学デｰタの流れ.デｰタ処

理カミ容易なソフトウェア体系になっている.

定の規準に従って分類整理し保管する･研究者か

ら問い合せカミあれば条件に合う標本を検索しもし存

在すれば貸出しの手続きをとる･デｰタベｰスもこれ

と同じである.博物館で岩石化石生物と分野ご

とにCurator(管理者)がいるようにデｰタベｰスでは

デｰタ･ファイルごとにデｰタベｰス管理者が必要であ

る.デｰタベｰスがプロジェクト限りのものでたいな

らばあるいはデｰタベｰスが1つの機関のワクを越

完て一般にサｰビスするもの匁らばデｰタベｰス管理

者の責任は大変に重いものである.デｰタベｰスの情

報にある割合以上の誤りがあったり最新の情報がファ

イル化されるのか遅かったりすれぱデｰタベｰスはた

ちまち信用を失って巨大な情報の墓場となるであろう.

デｰタベｰスはいやカミおうでもデｰタの取り扱いを

統一化する.そこでデｰタベｰスを本格的に導入し

ようとするときデｰタの扱いについてコンセンサスが

前提となる.たとえばRASSでは分析したデｰタは

直ちにデｰタベｰス化されるからデｰタに対する研究

者の優先権は認められていないことになる･その辺の

扱い方は考え方しだいであるが研究所の運営の基本間

題にふれざるを得荏い一面をデｰタベｰスは持っている･

いずれにしてもコンピュｰタはファイノレの管理デ

ｰタ処理図形の入出力に高い処理能力を持っており

使い易いシステムを組むことによって研究環境は大幅

に改善されるであろう.またデｰタ通信カミ自由化する

にしたがい研究所間で役割を分担して総合的な情報

ネットワｰクが検討される目も近いであろう･

謝辞:この報告の基になった米国の地熱探査技術調査

(56.2.8-56.3,29)はサンシャイン本部の支援で実現

した.また訪問の日程についてR.I.ディリング氏�
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られる.

RASSのコｰディング･シｰトになっている､
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